
算数科学習指導案 

  授業日時 2021 年 7 月 2 日（金）第３校時 

単元名：  授業学級 １年東組 

「ひきざん」 
 授業会場 １年東組教室 

 授 業 者   

（全 10 時間扱い中 第１時）  指 導 者    

 

（1）主眼（授業の手立て＆ねらい） 

（○○の子ども達が）○○の場面で，○○を通して，〇〇を□□することができる／できるようになる。 

初めてひきざんに触れる子どもたちが，ひきざんの「のこりはいくつ」の問題を考える場面で，絵から数え

たり数字ブロックを使うことを通して、ひくという手順をふみ「のこりはいくつ」の問題に答えることがで

きる。 

（2）展開 

 学習活動 予想される子どもの反応 「授業者の主な発問」・※留意点・【教材】 時間 

導
入 

1．前時の振り

返り 

 

 

2．「のこりは

いくつ」の問

題を提示し考

える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．ひきざんと

いう言葉と式

を示す 

「たしざん」 

「計算カード 足し算カード」 

「式かけるよ 書いていい？」 

「新しいことひきざんでしょ」 

 

「中に何が入ってるの？」 

 

 

 

 

 

 

「３つにきまってる」 

「さっき見えたから絶対そう」 

 

「あってた！」 

 

「1 つしか食べなければ 4 つ残る」 

「3 つ食べたら 2 つしか残らない」 

「ひきざんって言うんだよ」 

「式にかけるよ」 

「引き算まだやったことない」 

 

 

「いままでは算数で何をやってきまし

たか」 

「そうだね。足し算の計算をやってきた

ね。今日から新しいことをやります」 

「ここに冷蔵庫があるね。冷蔵庫の中に

プリンが 5 つあります。私はとっても

おなかがすいていたので 2 つ食べてし

まいました。」 

※プリンや冷蔵庫などを絵で示しなが

ら話す。最初にいくつあるのか数えても

らったりする。プリンをとるときはなる

べく中を見せないようにこっそり 

「冷蔵庫のプリンののこりはいくつで

しょう？」 

「じゃあ，冷蔵庫を開けてみよう」 

「みんなが言っていたように 3 つだっ

たね」 

・何問かプリンを使って問題を出す 

「みんなが今やってくれた問題はこれ

から新しく始まるひきざんの問題で

す。」「最初の問題を式に書いてみると

5-2=3 で表すことができます。」 

「5 ひく２は３のひくってどういうこ

とだろうね」 

３ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

展
開 

4．のこりはい

くつの問題の

練習をする 

 

 

 

「教科書開いてもいい？」 

「式も書ける 簡単」 

「ブロック使ってみた」 

「ノートに式書いてもいい？」 

「ちょっと難しい どうやって動か

せばいい？」 

※問題文を書き出す(映す) 

【ノート・プロジェクター】 

「そしたら少し練習してみよう。数字ブ

ロックを使ってもいいし，できる人は式

を書いてみてもいいよ。絵をかいてもい

いよ。どんなふうに考えたか教えてね」 

15 

 

 

 

 

 

【学習課題】絵やブロックから問題を考え，ひくことができるようになる 

 

【学習問題】のこりはいくつになるのだろう？ 



 

 

 

 

5．引き算の問

題を解いてみ

て気づいたこ

とを共有する 

・答えをすぐにいう 

・教えてあげる 

 

「ひくってとっちゃうってこと。た

べたり，帰っちゃったりする」 

「ひくと最初より小さくなる」 

【教科書(p.50-51)・ノート】 

「できたかな？確認してみよう」 

※ブロックを動かしている児童がいた

ら聞いてみる 

「今日やったひきざんの問題で何か気

が付いたこととかありますか？」 

 

 

 

８ 

終
末 

６．まとめ 「今日のひきざんは簡単だった」 「今日から引き算の学習にはいります。

今日の問題は皆さん完璧でした。」 

 

５ 

【本時の評価（評価する対象）】 

・ひきざんの問題にとる組むことができる 

・ひくことについて気付くことができる 

(ノート・発言・つぶやき) 




